感染対策管理委員会議事録

日時　：　2008年6月12日（木）　15：30　～　16：00
場所　：　青南病院　2階会議室
司会　：　鳥谷部　久美子　　　　　記録者：　上野　葉子
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1． 感染症患者様について

1 発熱等の感染症状のある患者様は、病院にはおらず、南山苑に1名（肺炎）。

2 感染症患者様の一覧表は、病院は病棟ごとに作成・確認済み。南山苑や通所の感染症患者様リストは、部署に確認を取り、新規に作成しています。

3 東病棟の長根矢一様がMRSA（3+）の反応あり、イソジン消毒を行っている。ケアに携わるスタッフは、手指消毒など感染予防に努めましょう。

2． 医療廃棄物について

1 4～5月の医療廃棄物チェックを実施し、異動後であったこともあってか、分別ができていない様子が見受けられた（例：注射器が非感染性廃棄物のボックスに廃棄されているなど）。南病棟の医療廃棄物のボックスを、新規にDユニットスタッフルームにも設置している為、忘れずにチェックするようにして下さい。

2 医療廃棄物のボックスが大きい物では、病棟から廃棄されるまでの期間が長くなる為、悪臭もあり、不衛生ではないかとの意見があります。小さい医療廃棄用のボックスがないか、庶務に問い合わせていますが、ないとのことです。

3 各病棟で毎月実施している使用物品（注射器・注射針・酒精綿・綿球など）をどのくらい使用したかのチェックについて、佐藤AOMへ確認したところ、きちんと決められた場所に廃棄されているかが問題であり、使用量のチェックは続けていく必要性はないとのことです。

3． 感染対策について

1 ダニや疥癬予防のため、梅雨前、病棟で布団干しを実施。

2 点滴の作り置きを行い、グラム陰性幹菌が発生したという事件が最近きかれています。点滴や注射薬の準備は直前に行い、作り置きはしないように呼びかけましょう。また、手洗い、手指消毒、刺突部位の消毒必ず行い、感染予防に努めましょう。

４.院内研修について

　　7月15・16日に感染委員会による院内研修を行います。内容は、医療廃棄物、感染予防に関して行います。他に、希望するテーマがありましたら、6月下旬までに鳥谷部まで連絡をお願いします。

５．吸引カテーテルと吸引ビンの取り扱いについて

　　現在、吸引処置を行っている患者様は、東病棟2名、南病棟2名。

　　＜吸引カテーテルと吸引ビンの取り扱いについての現状＞

· キッチンハイターを薄めたもので消毒し、十分にすすいでから使用。（南病棟）

⇒ハイター液では、粘膜を傷つけてしまう恐れがある為、使用しないほうがいい。

· ラポテック液を10倍（ビン用）100倍（カテーテル用）に希釈したものを使用し、使用しないときも浸けておく。（東病棟）

⇒ラポテック液の使用は、現在ある当院のマニュアル通りのもの。

· 各勤務帯で消毒液、器具を交換する。（病棟）

· 夜勤帯で消毒液、器具を交換する。（南山苑）

⇒消毒液の効果は、長時間持続するものではなく、長時間浸しておくと逆に感染の原因になると考えられており、現在は器具などは消毒後に充分乾燥させておくことを推奨しているところが多い。

　　今後、マニュアルの見直しを行い、統一していく必要があります。

５．次回委員会ついて

次回は7/10（木）15:30～病院２階会議室で行います。

